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日ごろから、札幌市政にご理解・ご協力をいただき誠にありがとうございます。 

札幌市では、令和２年3月に『第2期さっぽろ未来創生プラン（計画期間：令和2年度～令和6年

度）』を策定し、「質の高い雇用創出と魅力的な都市づくり」「結婚・出産・子育てを支える環境

づくり」を基本目標に掲げ、人口減少の緩和に向けた取組を進めております。 

 しかし、我が国をとりまく人口減少・少子高齢化等の課題は依然として厳しい状況にあり、私た

ちが暮らす札幌の人口も、今後、徐々に減少傾向に拍車が掛かっていくことが見込まれています。 

こうしたことから、本市にお住いのみなさまに結婚・出産・子育てに関する意識などをお伺い

し、今後のまちづくりを考えるための大切な基礎資料の１つとして活用させていただくためのアン

ケートを実施することといたしました。 

 ご多用のところ誠に恐縮ではございますが、調査の趣旨をご理解いただき、記載できる範囲で構

いませんので、ご協力くださいますようお願い申し上げます。 

＜調査票のご回答にあたって＞ 

１ アンケート対象者の選び方     

◆この調査票は、市民のみなさまの中から、各区別・年代別ごとにくじ引きのような方法（無作為

抽出方法）で合計2万人を選びお送りしています。 

２ アンケートの回答方法     

◆郵送またはWEBにてご回答をお願いします。 

【郵送の場合】 

アンケート調査票に回答をご記入のうえ、同封の返信用封筒（切手不要）でご返送ください。 

【ＷＥＢ
ウ ェ ブ

の場合】

下記ＵＲＬにアクセスいただき、アンケート調査票右上に記載の「WEB
ウ ェ ブ

回答用コード」を 

入力のうえご回答ください。 
https://fulufulu.net/
※右の読み取りコードからもアクセスできます。 
（ウェブフォームでご回答いただく方は、紙の調査票を送付する必要はありません。）

◆封筒の宛名に記載のあるご本人様がご記入ください。ただし、事情により、ご本人様の記入が難

しい場合には、ご家族の方などに代筆していただいても構いません。 

◆回答締め切り 

 令和5年8月21日（月）（郵送の場合は当日の消印有効） 

3 プライバシーの保護について 

◆皆さんからの回答結果は、「○○というご意見が△％」というようにまとめるため、個人が特定

される形で公表することはありません。 

◆調査をお願いした方の名簿を公表することはなく、また、このアンケート以外に使用しません。 

4 アンケート実施者・お問い合せ先        

札幌市まちづくり政策局 政策企画部 企画課 

  電話：011-211-2192（受付時間：月～金曜日〔祝日除く〕9：00～17：00） 

・アンケート監修：北海道大学COI-NEXT「こころとカラダのライフデザイン共創拠点」 

・集計、分析業務受託業者：株式会社 アド・ビューロー岩泉 

この調査票は両面印刷です。次のページ（裏面）から設問が始まります。 

結婚・出産・子育てに関する市民アンケート調査票
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【調査票のご記入にあたっての留意事項】 
・選択肢の中から該当するものを選び、数字に○印をつけてください。 

・設問によって○印をつける数が異なりますのでご注意ください。 

・（  ）内に具体的な内容をご記入いただく箇所もあります。 

・本アンケートにおける「結婚」には事実婚も含みます。また、「配偶者」には事実婚のパート

ナーも含みます。 

※個人的なことに立ち入った内容も含まれますが、調査の趣旨をご理解いただき、 

可能な範囲でご協力いただきますようお願い申し上げます。

現在、結婚されているかどうかによって、回答箇所が異なりますので、初めに伺います。

問１ 
現在、あなたは独身ですか、それとも結婚されていますか。あてはまる番号１つに○

をつけてください。 

１ 独身（結婚したことはない） ⇒問２へ

２ 独身（離別・死別した）   ⇒問２へ

３ 結婚している        ⇒問２1（6ページ）へ

現在、独身の方について、以下の問2～問20について伺います。 

問2 

あなたの性別について、あてはま

る番号１つに○をつけてくださ

い。 

問3 

あなたの年齢について、あてはま

る番号１つに○をつけてくださ

い。 

1 男 １ 18～19歳 

2 女 ２ 20～24歳 

3 どちらでもない ３ 25～29歳 

４ 答えたくない ４ 30～34歳 

５ 35～39歳 

６ 40～44歳 

７ 45歳～ 

問4 

あなたの出身地について、あては

まる番号１つに○をつけてくださ

い。 
問5 

あなたが最後に卒業した（あるい

は在学中の）学校について、あて

はまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

１ 札幌市 １ 中学校 

２ 道央（札幌市除く） ２ 高校 

３ 道南 ３ 専修・専門学校（高卒後） 

４ 道東 ４ 短大・高専 

５ 道北 ５ 大学 

６ 他都府県 ６ 大学院 

７ 外国 ７ その他（          ）

問６ 
あなたは問５の学校をすでに卒業しましたか、あるいは在学中でしょうか。あてはま

る番号１つに○をつけてください。 

１ すでに卒業   

２ 現在在学中（休学等含む）    
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問7 

あなたの昨年（2022年）のおお

よその年収（税金や社会保険料等

を引く前の総額）について、あて

はまる番号１つに○をつけてくだ

さい。 

問8 

あなたの現在のおつとめの状況に

ついて、あてはまる番号１つに○

をつけてください。 

１ ０～99万円 １ 正規の職員 

２ 100万円台 ２ パート・アルバイト 

３ 200万円台 ３ 派遣・嘱託・契約社員 

４ 300万円台 ４ 自営業主・家族従事者 

５ 400万円台 ５ 上記１～４以外の勤務形態 

６ 500万円台 ６ 無職・家事 

７ 600万円台 ７ 学生 

８ 700万円台 

９ 800万円台 

10 900万円台 

11 1,000万円以上 

12 わからない／答えたくない 

＜問8で１～５を選択された方のみご回答ください（それ以外の方については、問10へお進みくだ

さい）＞ 

問9 
あなたの１日の平均的な労働時間（残業時間を含む）について、数字でお答えくださ

い。 

約（   ）時間 

問10 
自分の一生を通じて考えた場合、あなたの結婚に対するお考えは、次のうちどれでし

ょうか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１ いずれ結婚したいと思う   ⇒問11へ

２ 現時点ではわからない    ⇒問15へ（問11～14は回答不要です）

３ 一生結婚するつもりはない  ⇒問15へ（問11～14は回答不要です）

＜問10で「１ いずれ結婚したいと思う」を選択された方のみ、以下の問11～14についてご回答

ください（それ以外の方については、問15へお進みください）＞ 

問11 

あなたは何歳ぐらいで結婚したい

と思いますか。数字でお答えくだ

さい。 
問12 

あなたが問11で回答した年齢の

とき、結婚相手は何歳くらいを希

望しますか。数字でお答えくださ

い。 

（   ）歳くらい （   ）歳くらい 

問13 
あなたは結婚相手を考えるとき、次の項目について、どの程度重視しますか。項目ごと

にあてはまるチェックボックスをチェックし、ご回答ください。 

 重視する 考慮する あまり関係ない

相手の学歴 □ □ □ 

相手の職業 □ □ □ 

相手の収入などの経済力 □ □ □ 

相手の人柄 □ □ □ 

相手の容姿 □ □ □ 

共通の趣味の有無 □ □ □ 

自分の仕事に対する理解や協力 □ □ □ 

家事・育児に対する姿勢 □ □ □ 
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問14 

あなたが現在交際している人と（あるいはあなたにとって理想的な相手が見つかった

場合）一年以内に結婚するとしたら、何か障壁になることがあると思いますか。具体

的な障壁を大きな順に２つ、下記回答欄に番号でご回答ください。（すでに結婚が決

まっている場合は、具体的な障壁であったことをご回答ください） 

１ 結婚生活のための住居 

２ 挙式の費用など、結婚するための資金 

３ 結婚後の生活を維持していくための資金 

４ 親の承諾 

５ 親との同居や扶養 

６ 学校や学業上の問題 

７ 仕事に差しつかえるため 

８ 雇用が不安定 

９ 年齢上のこと 

10 健康上のこと 

11 その他（                                 ） 

12 障壁になることはないと思う 

第１の理由  第２の理由  

問15 
新型コロナウイルス感染症拡大前（2019年12月以前）と比べて、結婚への関心に変

化はありましたか。あてはまる番号１つに○をつけてください。 

１ 関心が高くなった 

２ 関心がやや高くなった 

３ 変わらない 

４ 関心がやや低くなった 

５ 関心が低くなった 

問16 

あなたが現在独身でいる理由について、最も重要な理由の順に３つまで、下記回答欄

に番号でご回答ください。（すでに結婚が決まっている場合は、「第１の理由」に14

とご回答ください） 

１ 結婚するには若すぎるから 

２ 結婚する必要性を感じないから 

３ 仕事（または学業）にうちこみたいから 

４ 趣味や娯楽を楽しみたいから 

５ 自由さや気楽さを失いたくないから 

６ 適当な相手にめぐり会わないから 

7 出会いがないから 

8 恋愛対象の相手とうまくつきあえないから 

9 挙式の費用など、結婚するための資金が足りないから 

10 結婚生活を送るための金銭的ゆとりがないから 

11 結婚生活のための住居のメドがたたないから 

12 親や周囲が結婚に同意しないから 

13 その他（                                 ） 

14 現在交際中の相手と結婚しようと思っている 

第１の理由  第２の理由  第３の理由  
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問17 

今のあなたにとって、結婚することに何か良い点があると思いますか。左下枠のあては

まる番号１つに○をつけてください。「１ あると思う」に○をつけた方は、右下枠の

あてはまる番号全てに○をつけてください。 

あ
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○

1 あると思う 

2 ないと思う 

3 わからない 

あ
る
と
思
う

を
選
択
さ
れ
た

方
の
み
ご
回
答
く
だ
さ
い

１ 経済的に余裕が持てる

２ 社会的信用を得たり、周囲と対等になれる 

３ 精神的な安らぎの場が得られる 

４ 愛情を感じている人と暮らせる 

５ 自分の子どもや家族が持てる 

６ 性的な充足が得られる 

７ 生活上便利になる 

８ 親から独立できる 

９ 親を安心させたり周囲の期待にこたえられる 

10 その他（              ） 

問18 

今のあなたにとって、独身でいることに何か良い点があると思いますか。左下枠のあて

はまる番号１つに○をつけてください。「１ あると思う」に○をつけた方は、右下枠

のあてはまる番号全てに○をつけてください。 

あ
て
は
ま
る
番
号
１
つ
に
○

1 あると思う 

2 ないと思う 

3 わからない 

あ
る
と
思
う

を
選
択
さ
れ
た

方
の
み
ご
回
答
く
だ
さ
い

１ 行動や生き方が自由 

２ 恋人との交際が自由 

３ 金銭的な自由度が高い 

４ 住宅や環境の選択が広い 

５ 家族を養う責任が無く、気楽 

６ 友人などとの広い人間関係が保ちやすい 

７ 職業をもち、社会とのつながりが保てる 

８ 現在の家族とのつながりが保てる 

9 その他（              ） 

○子どもについて伺います 

問19 
あなたは子どもを何人くらい欲しいと思いますか。あてはまる番号１つに○をつけて

ください。 

１ １人 

２ ２人 

３ ３人 

４ ４人 

５ ５人以上 

６ 子どもは欲しくないと考えている 

＜問１9で１～５を選択した方のみご回答ください＞ 

問20 
子どもを１人以上欲しいとお考えになる理由について、あてはまる番号全てに○をつ

けてください。 

１ 結婚して子どもを持つことは自然なことだから 

２ 子どもを持つことで周囲から認められるから 

３ 子どもがいると生活が楽しく心が豊かになるから 

４ 子どもは老後の支えになるから 

５ 子どもは将来の社会の支えになるから 

６ 子どもは配偶者との関係を安定させるから 

７ 好きな人の子どもを持ちたいから 

８ 交際相手や親など周囲が望むから 

９ その他（                                 ） 

独身の方向けの質問は以上です。最後に問42（p１０）へお進みください。 
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現在、結婚をされている方(事実婚も含む)について、以下の問21～問42について伺いま

す。 

あなたの配偶者についても、あわせて伺う箇所がありますので、ご協力いただける範囲

で、ご回答願います。 

問21 

あなたの性別について、あてはま

る番号１つに○をつけてくださ

い。 

問22 

現在の結婚生活を始めた時期につ

いて、数字でお答えください。 

1 男 

西暦（    ）年  
2 女 

3 どちらでもない 

４ 答えたくない 

問23 
あなたは初婚でしょうか、あるいは再婚でしょうか。あてはまる番号１つに○をつけ

てください。 

1 初婚 

２ 再婚 

問24 あなたがはじめて結婚したときの年齢について、数字でお答えください。 

（   ）歳  

問25 
あなたと配偶者の現在の年齢について、あてはまる番号１つずつに○をつけてくださ

い。 

【あなた】 【配偶者】 

１ 18～19歳 １ 18～19歳 

２ 20～24歳 ２ 20～24歳 

３ 25～29歳 ３ 25～29歳 

４ 30～34歳 ４ 30～34歳 

５ 35～39歳 ５ 35～39歳 

６ 40～44歳 ６ 40～44歳 

７ 45歳～ ７ 45歳～ 

問26 あなたと配偶者の出身地について、あてはまる番号１つずつに○をつけてください。 

【あなた】 【配偶者】 

１ 札幌市 １ 札幌市 

２ 道央（札幌市除く） ２ 道央（札幌市除く） 

３ 道南 ３ 道南 

４ 道東 ４ 道東 

５ 道北 ５ 道北 

６ 他都府県 ６ 他都府県 

７ 外国 ７ 外国 
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問27 
あなたと配偶者が最後に卒業した（あるいは在学中の）学校について、あてはまる番

号１つずつに○をつけてください。 

【あなた】 【配偶者】 

１ 中学校 １ 中学校 

２ 高校 ２ 高校 

３ 専修・専門学校（高卒後） ３ 専修・専門学校（高卒後） 

４ 短大・高専 ４ 短大・高専 

５ 大学 ５ 大学 

６ 大学院 ６ 大学院 

７ その他（          ） ７ その他（          ） 

問28 
あなたと配偶者の昨年（2022年）のおおよその年収（税金や社会保険料等を引く前

の総額）について、あてはまる番号１つずつに○をつけてください。 

【あなた】 【配偶者】 

１ 0～99万円 １ 0～99万円 

２ 100万円台 ２ 100万円台 

３ 200万円台 ３ 200万円台 

４ 300万円台 ４ 300万円台 

５ 400万円台 ５ 400万円台 

６ 500万円台 ６ 500万円台 

７ 600万円台 ７ 600万円台 

８ 700万円台 ８ 700万円台 

９ 800万円台 ９ 800万円台 

10 900万円台 10 900万円台 

11 1,000万円以上 11 1,000万円以上 

12 わからない／答えたくない 12 わからない／答えたくない 

問29 
あなたと配偶者の現在のおつとめの状況について、あてはまる番号１つずつに○をつ

けてください。 

【あなた】 【配偶者】 

１ 正規の職員 １ 正規の職員 

２ パート・アルバイト ２ パート・アルバイト 

３ 派遣・嘱託・契約社員 ３ 派遣・嘱託・契約社員 

４ 自営業主・家族従事者 ４ 自営業主・家族従事者 

５ 上記１～４以外の勤務形態 ５ 上記１～４以外の勤務形態 

６ 無職・家事 ６ 無職・家事 

７ 学生 ７ 学生 

＜問29で１～５を選択された方のみご回答ください（それ以外の方については、問31へお進みく

ださい）＞ 

問30 
あなたと配偶者の１日の平均的な労働時間（残業時間を含む）について、それぞれ数

字でお答えください。 

【あなた】 【配偶者】 

約（   ）時間 約（   ）時間 
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問31 
あなたと配偶者はどのようなきっかけでお知り合いになりましたか。あてはまる番号

１つに○をつけてください。 

１ 学校 

２ 職場・仕事・アルバイトの関係 

３ 幼なじみ・隣人関係 

４ 学校以外のサークル活動やクラブ活動・習いごと 

５ 友人や親族等の紹介 

６ お見合い（親せき・上役などの紹介も含む） 

７ 結婚相談所 

８ 婚活イベント 

９ SNSやマッチングアプリ 

10 その他（                                 ） 

○新型コロナウイルス感染症による生活への影響について伺います 

＜2019年12月時点でご結婚されていた方のみご回答ください（それ以外の方については、問34

へお進みください）＞

問32 
新型コロナウイルス感染症拡大前（2019年12月以前）と比べて、あなたと配偶者の

働き方に変化はありましたか。あてはまる番号すべてに○をつけてください。 

【あなた】 【配偶者】 

１ 
テレワークを利用し始めた・利用

が増加した 
１ 

テレワークを利用し始めた・利用が

増加した 

２ 
労働時間の柔軟化（時差出勤、フ

レックスタイム等） 
２ 

労働時間の柔軟化（時差出勤、フレ

ックスタイム等） 

３ 労働時間の減少 ３ 労働時間の減少 

４ 労働時間の増加 ４ 労働時間の増加 

５ その他（          ） ５ その他（          ） 

６ 変化はない ６ 変化はない 

＜2019年12月時点でご結婚されていた方のみご回答ください＞

問33 

新型コロナウイルス感染症拡大前（2019年12月以前）と比べて、家事・育児に関す

るあなたと配偶者の役割分担に変化はありましたか。あてはまる番号１つずつに○を

つけてください。 

【あなた】 【配偶者】 

１ 役割が増加 １ 役割が増加 

２ 役割がやや増加 ２ 役割がやや増加 

３ 役割が減少 ３ 役割が減少 

４ 役割がやや減少 ４ 役割がやや減少 

５ 変化はない ５ 変化はない 

○出産・子育てについて伺います 

問34 

あなたと配偶者の間で、これまで

に持った子ども（生後亡くなられ

た子どもも含む）の人数につい

て、あてはまる番号１つに○をつ

けてください。 

問35 

あなたと配偶者の間で、今後新た

に持つつもりの子どもの人数につ

いて、あてはまる番号１つに○を

つけてください。 

１ １人 １ １人 

２ ２人 ２ ２人 

３ ３人 ３ ３人 

４ ４人 ４ ４人 

５ ５人以上（  人） ５ ５人以上（  人） 

６ なし ６ なし 
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問36 

あなたと配偶者の間で、実際に持

つつもりの子どもの人数につい

て、あてはまる番号１つに○をつ

けてください。（※問34と問35

を合計した人数となります） 

問37 

あなたと配偶者にとって、理想的

な子どもの人数について、あては

まる番号１つに○をつけてくださ

い。 

１ １人 １ １人 

２ ２人 ２ ２人 

３ ３人 ３ ３人 

４ ４人 ４ ４人 

５ ５人以上（  人） ５ ５人以上（  人） 

６ なし ６ なし 

＜問35「今後新たに持つつもりの子どもの人数」を１人以上とした方のみご回答ください（それ以

外の方については、問39へお進みください）＞ 

問38 

今後、新たに持つつもりの子どもの人数が、もし結果的に持てないことがあるとした

ら、その原因は何である可能性が高いですか。あてはまる番号すべてに○をつけてく

ださい。 

１ 収入が不安定なこと 

２ 自分や配偶者の仕事（勤めや家業）の事情 

３ 家事・育児の協力者がいないこと 

４ 保育所など子どもの預け先がないこと 

５ 今いる子どもに手がかかること 

６ 年齢や健康上の理由で子どもができないこと 

７ その他（                                 ） 

８ 持つつもりの子ども数を実現できない可能性は低い 

＜問36「実際に持つつもりの子どもの人数」が、問37「理想的な子どもの人数」よりも少ない方

のみご回答ください（それ以外の方については、問40へお進みください）＞ 

問39 
実際に持つつもりの子どもの数が、理想とする子どもの数より少ない理由について、

最も重要な理由の順に３つまで、下記回答欄に番号でご回答ください。 

1 収入が少ないまたは収入が不安定だから 

2 子育てや教育にお金がかかりすぎるから 

3 家が狭いから 

4 仕事に差しつかえるから 

5 子どもがのびのび育つ環境ではないから 

6 自分や配偶者との時間を大切にしたいから 

7 高年齢で出産することに抵抗があるから 

8 育児の心理的・肉体的負担が大きくなるから 

9 健康上の理由から 

10 ほしいけれども授からないから 

11 配偶者の家事育児への協力が得られないから 

12 配偶者が望まないから 

13 自身または配偶者の定年退職までに末子が成人しないから 

14 その他（                                 ） 

第１の理由  第２の理由  第３の理由  
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問40 
あなたは、不妊について不安や悩みはありますか。あてはまる番号１つに○をつけて

ください。 

１ 不安や悩みはない 

２ 過去に子どもができないのではないかと心配したことがある 

３ 現在、子どもができないのではないかと心配している 

問41 
あなたは、不妊の検査や治療の経験がありますか。あてはまる番号１つに○をつけて

ください。 

１ 特に医療機関にかかったことはない 

２ 過去に検査や治療を受けたことがある 

３ 現在、検査や治療を受けている 

最後に、すべての方について伺います。 

問42 
結婚、出産、子育て、少子化、人口問題等について、ご意見などありましたら、自由

にご記入ください。 

ご回答いただきましたアンケート用紙は、返信用封筒にお入れいただき、 

8月21日（月）までに郵便ポストにご投函いただければ幸いです。 

ご協力、誠にありがとうございました。 


